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研 究 の 構 想
研究の趣旨
(1) 複式学級における学習指導
複式学級なよひ多級;複式の学級構造は ，一学級K二箇学年以上の学年の児童で編成されているnζ うし
た学級構造をもっているためVL，複式学級VL:;I:;、ける学習指導は ，一般の単式学級ではみられない特殊な
問題κ当面する。
もちろん，学習指導の原理や基本的な性格は，複式学級の指導といえども単式学級の指導とかわりは
ないが，複式学級では同一時間内で二箇学年以上の児童を岡崎K指導しなければならないために，指導
内容の編成やそれK基づ〈学習指導の方法は ，単式学級κ比較するとなのずから異なったものになゐれ
たとえば，教師がいっぽうの学年K直接[面接Kよる，いわゆる l直接指導jを行なっているとき，他の
学年の児童は .教師の直接的な指導を受けずK自学自習をして凶るが，こ うした自学自習，教師側から
みれば，いわゆる「間接指導Jは児童の反応ゃ学習状態に即した伝導力:しに(( ，じA うぶん学習効果
をあげえないζ と， そ ζから ・学年別VCr旨i慈したらよいか，ぞれとも，学習のねらいを統一し同ーの内
容で学習させる ，いわψゐ「同単元信導Jがうめ来的かという問題なども ，学級編成が複式であるためK
発生してく る問題であるnζうした特妹性が複式学級vc会ける学習指導や学習管濯を困難にし，教師の
負担を過重Kしているのではないかと考えるの
扱場の複式学級K念いて ，現在実施されている指導方法は ，志、志、むね ，つきの 5つの方法VLわける こ
とができるn
工 学年別の指導
之 同単元指導
3. 個別指導
第 1は，複式学級κbけゐ学年を法的に規定された就学年齢の区分と考え ，学習内容も学年別K配列
されているから，たとえ複式学級であろ うとも学年どとVL区別会 して指導しなければならないという立
場から ，学年別の指導を行なう方法である。
ζのJ旨導法は ，学年ZリK教育課程を編成し， 学年別K学習指導を行なうわけであるから.ーを ζκは，
種々のすぐれた点があるけれども，反庖 ，多〈の問題や障害点も内在するのいま ，学年別の指導の長所 ，
短所を要約してみると，つぎのとb りであるの
長所 ア，ζの教育謀程'1(基づいて学習指導すれば， 児童の成長発達と教科vcかける内容の系統性を
じ晶うぶん考j長VL人れて泊導すゐζ とができる。
イ，学習指導安領や教科書は学年別K編成され ，また ，学習借導が主として学年どとK研究さ
れていゐ ζ とから，指導上困難な問題に対しても，参考VLなる審物や研究物が豊富VL整って
いるので ，指導力の向上を凶りやすいととn
短所 ア，同一時間内で二箇学年の児童を別{屈に指導するため'1(，教師の直接指導と ，児童が自学自
習している間接指導をどのように組み合わせたらぶいかという ，信導時間の配分計u!uを適切
にする ζ とが非$;rc 闘難でる;.，~
イ， 指導が学年どとV"C分断され ， 不統一κなるの したがって，児童の学習Vても ~轡を及ぼし，
思考過程を分怨させるおpそれがあるの
ウ ， 教師は教材研究や資料の準備もこ筒学年分Lt.r.trthゅならなν.~1):ï(:，多くの!侍間と労力音色応、E込とする、
しか し， こう した嗣指点、が指摘されるにもかかわらず，現場の腹式情導は一般1'(，学年別に借導をす
すめている傾向が扱いよ 合札也、われるの・つまり，学年別の倍増イ也教科書1:-中心にして学年どとκ府議す
ればよいのであるから，花式指￥"の粧品主の未熟な故前て・あっても ，容易I'cr伝説でさ との を先制彦二郎氏は‘
ぞの著「後式学級論jで， rζ;J_) ]j;}_ビ学年切な学習f旨主導)ω教育課程lモ従って学習指導をすすめて行け
ば議でも一応被式学級を終営し-cγjr寸ゐということがいわれていゐ、d干後:r.¥:学級1'(1迅心ゃ経駿のない教
師が最初に手をつけるのは ζ うした教育謀位であろうI寸 Jと湘jdfしているの このようκ，学年別の抱議
!はだれにでもできる容易忌刀、あ り，しかも学年の発巡と教科の系統jgニK即応、したJ担当子ができるという長
所があるから ，ζの指導lこ:かいてもコとも困地とされている1'[捌針旨主将:の欠点な袖ない質を高める ζ とが
できるなら，後式f旨導のあい路をメごさくれ出する有力な方法と，生ろうの
複式学級Kかける第 2の学習指話出は，呉学年の児童によJし同ーの学習内容を設定して指導する向単
元指導である。 ζの指導Eどは，学年別の指導1'(卦ける指導hの分散，非行E率を改普すゐため1'(，現場の
実践をとなして生まれた新しいJu去で ，っき'のような刈点があゐn
却ヲ7ア，学級の全児1広が同一白線 ，同一内谷で学習するのであゐから，学級1'(合ける学習ゐ加、気が
紘一され裕ち着いた学主ぜか段胤される。教仰は全児童1の学習よ位位を掌握でき ，しかも余力の
ある借導を発揺することができるn
イ ，他学年から学習を妨害される乙ともな<，学習K注意を集中することができ ，また，指導
に断層がな〈一貫した指導ができるれ
ウ，教材6)f究や貸料の準備が一元化しイじA うぶん併究ずる ζとがでさt;.， 
などが訟もな長Jrとして指同されゐが ，ζれらはいずれも学習管法よの問題を改善したKすぎず，学習
内容の定着，指導at凶のil，ilJX.などでは，なか不じ品うぶんのようであるの
短所 J'，同単尤指導計阻fを作TXーする樹合，教材の梢j求や指導内容の系統をどのように見究めて作成
したらよいかが，非常Vこむずかしいσ
イ，凶語 Lたとえば保守~や語いの習イ等) ，3九回数などのように系統性が重視される教科は ，と〈
('1:凶維が伴いやす<，ぞの徹底割辺りに ぐいn
ゥ，単元の配州Kむりが笠じ，教材Kよっては ，下学年の児誕の現Jljfが不じA うぶんVLなる傾
向があゐn
とりうような厳重正点K当凶ーし， とくに凶語，よみ欽Vζ恥いては同単7I:指導の矛IJ}誌をじ占うふ'ん発揮できな
いか，あるいは両単九ーで信砕したとしても，学妊のねらいや単元名だけを同-1'(し ，学習内容は学年の
区別をして脂導していゐのが脱状のようであるn
第 5の:旨導万法は .学年のわ〈をはずし児i¥のひとりひとbの自主的学省IV亡，)エー トを必〈個別指導
であるc 後式学級¥bゐ加は多級後式rιなけゐ児Jftの人波は，学年加にわけふと一般1'(3人 5人という，J、
-2ー
人数で構成されていゐ場合が多いわとのような特殊性があるから ，たとえば4 0人， 50人の児童で構
成されている単式学級の指導をそのまま複式学級Kもち込んできても，指導が介散したり断片的になる
だけで ，能率があがらなwばかりか ，児J貨の能力をもじめうぶん開発されるものではないの したがって，
小人数学級の学習指導では ，ひと !?Uとりの児童に白をそそぎ ，児Ii:の能力VC:@した個別的な指導が効
果的であると考えゐn しかし ，との指導法κも限界があるのたとえば ，複式学級にないていっほうの学
年が 10人を ζえ，他の学年も10人前後の児童で構成されている学級では，個別J指導を徹底させるとと
は容易な ζとでな<，したがって ，さきκ述べた学年加の指導をとるか ，同単元指導で学習をすすめる
かのいずれかκな りがちであふ、
以上，佐式学級VCかける学習指呼の万法について，と<VC_!，毛liJT短J'rを中心VC述べてきたが，いずれの
場合VC;J:，、いても ，後式指導を能率的かつ効果的に行なうため』ては，い〈つかの障害点が指摘されるので
ある。
それで・は ，後式学級の学習指導上もっとも刷真佐々 ，そして大きな問題はなんであろうかの仏]単元指導
で学習をすすめる万法は ，同一目標，同一内がで学習指導を行なうのであるから ，指導が分散される乙
とがなく浴ち着いた学密が版刷されゐという ，学習主主理上きわめて前進した指導法であるn しかし ，凶
語や算数のよう K指導内谷の系統性を重んずる教科では，同単7t指導とい当ても ，I珂学年Vζ共通する主
題や自棋をそるえゐだけで .具体的な学習内谷は学年どとtて指泌するので ，ζの同教科は学年別の指導
と大乏のない方法をと vていゐのであるの加いかえれば，同単元指導は学年別の指導の障害点を克服す
るためK考えだされた指導方法であるv<:もかかわらず ， 国語 ，~字数 VC ;J:，> いてはその有効性をじA うぶん
発揮でさずにいゐのがm.状であるn
とうした政由から ，ここでもう一度，学年加の指導K吟味を加える必要があるのではないかと考之ゐ。
学年加の指導でもっとも困難vιしていゐ点は，教師VC面接VC指導されないで自学自習しているときの間
後指導にあゐので ，ζの間接指導をどのよう VC指導すゐかがきわめて重姿であると考えるのつまり，間
接f旨滋が証後指導と同じ程!えI'Lまで充実させる乙と ζ-1::，複式学級vcなける学主主J指導のあい路が聞け，
その困難点を改善するひとつの方向となるωではないゆと考えるのであるn 里村喬一氏は「教育伎術の
革新とティ ーチング ・マシン」のなかで r学年別なl以り扱いにつきまとう問題は，直接指導と間接指
導についてであり ，就中 ，間後指導をどのよう K行なうかが指導の可否を決定する重袋なポイン トとな
るうのjと論述し， さきVCあげた安部彦二部氏も同様な見解を述べている。
(2) 間接指導の問題点
複式学級κむける学習指導VCj旨いて， I抵!接指導をどのよう K行なうかがもっとも困難な，そ して重要
な問題であるととは前述したと会りであるが，っき-vc，その問題点を箇条書きに袋約してみよう。
ア ，教師lは二j;gi学年のいuほう学年を直接指導していゐため ，間後指導Vて公ける児童の学習状態や思考
過程を明日氏K担握することができVC<いけ
イ，;，re.I盃が問題vcつまづいたり ，まちがって学習した場合 ，刈j盛氏指示を与えたり ，信導助言 をーする ζ
とができVC<いn
ウ，直後指導と間接指導κなける指導時間の配分をどのようVι組み合わせたらよいか，指導内容VC照ら
し合わせてあらかじめ計画する乙とが谷易でないれ
-5-
エ，導入段階の指導を同時K行なうととができないので ，いずれかいっぽうの学年が足踏み状態Kなb
がちである。
ォ ，自学自習の児童の私語や話し合いが，直接指導を受ける学年の学習を妨害した!?，直接指導の発問，
応答が，自学自習の児童に影響を及ぼすというような，学年閣の相互妨害Kなやまされるn
ζ うした難点、があるためf(，教師はつねK 二箇学年聞を右往左往し，直接指導κじ晶うぶん指導力を
発簿するととができない。さらf(，間接指導ではひとりひとりK適 した問題提示がしf(( ( ，自学自習
の児童ができるだけ静かK学習させる ζとのみに気を配!J，思考をき震め認識を高めるような学習が無意
識K避けられ，したがって，機械的 ，形式的K処理できる問題を選定して間接指導を行なう安易な方法
をと bがちになるわ
(3) シート式磁気録音機の導入
とのよう V[，間接指導の不徹底が学年別の指導を医維にし，ひいては複式指導を凶難Kしている婆因
があるのであるから，複式指導を改善するひとつの方法として ，間接指導の質を高める ζ とにあると考
える。その改善策のひとつと して， 間接指導のなかKシート式磁気録音機を導入するならば，学習指導
や学習管理面に砕いて解決される部面が多いのて'はなかろうかn
シート式磁気録音機は出和 35年Kわが固で開発された一様のテーチング ・マシンであるの ζの機材
は ，γートを作成した り再生したりする装置であって，シー トは表面K文字，絵 ，写真，グラフなどを
印刷するととができ，差是面Kは ，磁気撲がぬってあり音声を録音する乙とができるので，視覚と聴覚と
の両面から学習の効果を高めることのできる特長をもったものであるn しかも ，操作がきわめて簡単で
小学校の低・中学年でもじ占うぶん利用する乙とができゐ。また ，イヤホーンを使う ζ とによって一台
の機材で大ぜいの児童がいっせ加に閣く ζ ともできるし，即時Kフィード・パシクが行なわれるので，
何度でも聞き返せる。
学習指導K機材を利閉する場合，テープレコ ー タ"_f(比較してすぐれている点は，視聴覚同時性の
性質をもっζ とであるn つまり ，シー トの表がわには学習の内谷や説明の幼科が省いてあり ，装がわvc
は先生の説明や指示が録音ーされているのであるから， 児訟はシー トの文字や印制を見ながら，イヤホー
ンで先生の説明を閣〈乙とができる ζ とである。
機材は以上のすぐれた機能をもち ，しかも，複式学級の学習指導K利用した場合 ，つぎの不IJ点力堵fえ
られるn
ア，従来まで複式指導を凶縦Kしていた間接指導を，銀l衆:泊K行なうことができるの
イ，学習中の学年間κよる相互妨害を排除する乙とができる。
ウ，副次的な利点として，間後備議を機材Kまかせられるので ，直俵指導の時聞をフルK活尉でき ，余
刀のある落ち着いた指導ができるn
しかし，機材を利用するにはシートの作成がつきまとうれシー卜を作る乙とは簡単Kできるものでな
( ，録音する学習内容をじA うぶん検討しなければならな悼の ζζ1'[，教材研究の徹底や，学習内容の
プログラミングなどの研究が何飽し，復式を担任する教師の労力負担を過重にする傾向を強めるnζう
した理由κよって ，へき地の学絞では機材を有効κ利明する段階fてまでいたっていないようK推察され
るのであるn
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したがって ，複式学級vr:;1;-ける学習指導のなかvr:シー ト式-磁気録音機を利用するためKは ，プログラ
ム学習の理論vr:基づ 〈シート作成，指導形態 (ととでいう指導形態とは，具単元学年別指導，同単元能
力別指導，個別指導などで学習干が行なわれる複式指導の方法をさしているe・以 F閉じ".) ・指導過程vr:
vr: ;1;-ける効来的な位置づけ ，機材の効的と限界等，さまざまな角度から検討し計画的な利用の研究がな
されなければならないと思うの
いっぽう，本県fてなけるシート式磁気録音機の利用状況をみると，昭和38年 6月，は じめて県下の
へき地復式学級に機材が入り ，本年，昭和40 !年度宋には累計すると 126台(陥和40年 10月現在
5 8学校 ，分校で使用)補助される予定であるれ
そとで， との研究の第一段階として，機材を所布すゐ学校(分校)では，①機材をどのように剰閉し
て復式指導を行なっているか.(2)機材を利用した ζ とκよって新たKどのような間短が提起されたか ，
@機材を導入する基盤と しての複式情導は現実Vてどのように行なわれているか ，などの実態調査を行な
い，その結果を分析するととによって ，唆材の効来的な利i司法や，シー トの能率的な作成を究明する手
がかりを見つけだすζとが ，第一年度の調査のねらいであるn
以上，研究の趣旨を述べてきたが， ζの研究の究極の目的を要約すれば，復式学級にかける学習指導
を効率の高いものKするために ，シート式磁気録音械を導入し ，ぞの形成を実証的に究明して複式指導
の改磐K役だてる方向をさぐると と:vr:あるの
2 研究の計画
乙の研究は三か年の継続研究であり ，本年はその第一年度であるn 現段階では一応つぎの研究順序で
進めゐ予定である。
第一年度 後式指導κγート式磁気録音機を利用するためκは ，学習内容を鍵示するシート内容の作
成や ，指導形態ならびに学習jJ程のどの場面に機材を位置づけたらよいかなど，多〈の問題
を内包しているものと考えるので，その笑態そ調盆Kよって分析する。また.-'tの基盤とな
る後式指導の実態もあわせて調査分析するn
第二年度 シー トの作成とその利用Kついて，プログラム学苦手の理論K法づいて実担9vr:研究する。
また ，援:l'U旨場Vζbけゐ|後材の効用と版界について検討を加えるn
第三年度 前年度までの研究仮説を実験授業をとbして験証し ，シー ト式総気録音機を刑用した複式
指導の日常化を図る。また，複式t旨導κ~したγー卜作成を研究するの
?
?
E 調 査 の 目 的
乙の調査は，へき地の複式学級の学習抱導κないて，シー ト式磁気録音機がどのように利用されてい
るかを調査分析して，本研究の萎盤をかためるための資料をえようとするものである。
? ?
調 査 の 方
?
調査方法
(1) 調査対象者
シ ト式磁気録音機を保有しているへき地IJ¥'学校(分校も含む)で，複式 ・多級復式学級を担任し
ている教師のなかで調査K回答を寄せた 11 2人を対象とするれ
(2) 調査期日
i出和40年 10月 1 1 日 ~1 日月 2 0日
2 内容構成
複式学級V(;I:，'1寸る学習指導のなかVC，シー ト式磁気録音機を効果的V(;fIJ昨jするためには ，後式指導の
実態や問題点，な らびに ，機材の利用場面やシート二プログラムの作成Kつ加て，その実態や問題点を
明確に把握する必長があるという仮説Kたって ，副主の内谷ぬりな設定したれしたがって，調査内容も
大きく 2つK分けられゐ。調査Aでは，主として ，鋭玉、学級K辛子ける学習指導はどのように行なわれて
いるかを分t斤するものであり ，調査Bでは，主と して， γート式磁気録音i殺の刷山方法や問題点K焦点
をしtまっているn
調査Aー÷ー 複式指導の実態調査
0 ・「腹式学級Jr学年JVC関する定、議
回 「複式学級」をどのようK考えるか
凶 I学年」をどのように考えるか
b 教育内容編成よの問地
d 複式学習指導計画の.f-i}.1民
岨 ~式学習指導計幽のi生佑i
回 複式学習f旨導計画の作協力司法
i到 複式守f:e¥'指導計画の未作成のJ虫出
C 学当i指議上の副題
凶 科書士科Vてなける学習指誕の方法
必 lp. ~:c r.t~ it-の，i:'lみ 2 ・Jゼ力、fこ
l旦 I，!iJ.rP元j旨与の方法
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凪 学年別指導〔主主単元指導) ~て志、け る間接指導の方法
調査8一一シー ト式磁気録音機利用の実態調査
α シート学習の実態
回 シー トの作成枚数
図 伝導類型1'(;1;'tするシー ト式磁気録音機の利用
回 指導過存κ公けるシー ト弐磁気録音機の利則
包j シート学習の効果
b シート式磁気録音機の利用上の問題点
国 シー ト式磁気録音機自体の 問題点
圏 シート作成時K会 ける問題点
回学習展開時K公ける問題点
5 調 査票
被式街道事に おけるシー ト式磁気録音ぬゐ利用調査
調査についてのお願い
t t.刈廷目的
との調 査は ，へき地小胤関学校における学切借入Uのヨミ餓と ，シートrc磁気録音機 の利 用の尖態管 し
らべて ，へき地投式学級における宇宙指むの改穆に 役 fごてる 資 料争つ く るために ，行なうものであり
ます。
2. 鯛査対象
との銭l査は ，へき池小学校の複式学級 (三 ，四郎綴式も含む) ・単級学級における学習指導の なか
で .シー ト式磁気録音俄 舎利用した ζ とのあるすべての先生そ対象にして ，調査するものであり烹すe
3. 弘司:fi日と江主迫全日
この制創立 ，昭和4日年 1日月 20臼までに各先生乙・ょに記入し ，学校(分校 j が とり ま とめて ，
1日月 25日 よでに新潟県立教育研究所あてにお送り〈にさい。
4 備 点
乙の調査亘書Eこひかれた乙とがらは ， 調査目的仏)~Ii遊資料ぞつく るためにだけ使われるもので ，その
他 の g的に 使う乙 とl"t(廷してあり ませんか内，ありのままに ，C 記入くださるよ うお願いいたしま -tr。
I ~è-A_i~ìÆ.hl I 
1. 各 11<'ニLに特別tI)j円"' J 'が仕い幼合は ， 該当寸る~~凶白 -'é l つだけえらん で ， その紀号をCでかとんで
.( .む、
ょ I #: i:._. ~ . _~: i . J 戸:..(!， ¥ . #^、:ー ， 、 .'， "1.二忌 l丑 ，見自主宰をoいてくださいω
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該当事項にO または数字そご記入ください
分 絞 校 愉
???
書偉 担任学年(;1・2:3:4:5:6
0でか乙ひ)・
!尼置数 ・
シート式年
磁気録音 :
場を使い .
始めた年
月
2綜 校 本 分 教 曽弘
ilU 職 名
校 1m 島市
教職経 へき地学校・
年 月 年 月 年
畿年数 から
シー ト作成
平均所要時間
l 1校につき)
シート式磁気録音機の
織入方法
( )に台主主
:県臼(
: 自主主(
j校ロ(
一一ー 一一関 歪正 A一一一一一一筏式指導の災服調査
回
ァ
へき地における学習指潟の当面する間制としての 1;複式学級」をどのよように考えま寸か。
「後式学級Jは，たとえどん位指将法をとっても学習効果があがらないから ，できるだけ単〈解
消 Lなければならない。
「復式学級Jは ，t旨話事計画争指導法のくふうによって ，ある程度学習効果をめげる乙とができる.
「複式学級jは.輿学年典年令の児童で編成するところに特色があるので ，とれに適した指耳河十
.， 
ワ
.x. 
繭~~指導法を実施すれば，むしろ単式学級以上に学習幼果をあげる乙とができる。
( その他。
l2 
;Q:=践して指導していますか内
「学年Jとは ，法的tこ鋭主主された&t学年令によって決定された七ので ，教育内容も学年別に決め
られているから ，たとえ狼式でめっても学年の区別をして指携しなければ〈正らぽいと思う。
複式であるので，串む合えず学年のわくをとり!司単元指滋ぞとり入れているが，常々学年金強〈
被王む学級は呉学年の児耀で織成されているわけですが.その指導にあたって「学年jをどのように
ア
イ
ウ
思織している。
「学年jといろ とと は ，就学年限の区分であって，子どむの能力の区分でないから ，複式学級に
あっては具体的な個々の児怠の能力を重視して，学年はめまり怠織していない。
エ. その他。
回
ア
あ ζEたの学綬 (分校}で1.;1.，複式学習指導計画ぞ用怠してありま寸か。
ある。 …………・・ 一〔乙れにCをつけた人出血ぞのかないでください。 〕
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イ 作成中でめる。
ウ ζEい。 ... . ・ H ・H ・H ・....… 〔乙れにO~号つけた人は回 . 回を祖回、ないでください。 J
回 あなたの学校 L分綬〕の純式学習指君主計画ぞ作成するときに ，とくにと弓い弓ととを重視しました
1J>o 
ア 数料における学習内容の系統性 ぞとくに7官んじて開成 した 。
イ 児盆の主主活経験ぞとくに主主ん じて 編 成した。
ウ 数料における系統性と児童霊の生活経験のどちらも考慮して ，とくにどちらかいっぽうを重 視した
編成の しかたではない。
エその他。 (
国 主立式学習 指将首十回そ作成するために .いろい ろなものを重量考にされ たと思いますが ，そのなかでと
くに1M喜弘・手がかりとしたむのはなんですか。
ア学習指導要領
イ 教科己主や教科望書の指導密
ウ 官官に作成されている当校の指導計商
エ 他校の指導S十回
‘ 
オ J尼耳訟の発述やさと活綴験に関する資料
カその他。(
回 復式学習計踊がまだ用窓されていとCい ことについ て ，その辺自をえらんでく だ さい 。
ア 複 式学籾指導創闘は，o、復でとrい コ
イ 必艇は書留めるけれども作成できない。
〔ぺにつけた人は ，その環1白としてもっとも強く 慢 じてい る点を ，つぎの申 から 1つ えらんでく
ださい。〕
a 多忙のため
b 作成するには甲車員の鍛が少佐すぎる。
C 後王史学級に Jtll)る指導計画の複雑因磁のため
d よい指議事者がRiられ仏・い ため
E 僧話事雷十回の作成に闘する研究資 料が不足のため
f その他。(
回 各教科の学習F指導l立 ，つ ぎのどのIjJ項に骸当しますか。核当する蜘ニ0印をつけて ください 。
7 ・・・・・・・・・ 指 導 すべき内容ぞ榊成して ，年間をとおして問単元指泌を行伝っている。
イ ・・・・・・ 倖閲をとお し・ては1司単元指穏をしてはいな い が，指導すべき内容に よって は ，部 分的に
!司単元指揮耳を行なってい る。
ウ . • ..•.• . . 指導廿ーベきすべての内容につい て ，年聞をとおして学年別の指導を行なって いる。
エ ・ ・・ ・・ 学年別に主主校時間をず らして ，学習指導ぞ行なっている。
オ ……… その他。(
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国語 社会 軍事 数 袋 科 音楽 図面!工作 通1<. lJ謹 体育
ア
イ
ウ
コニ
オ
困 単 元をどのように組み合わせて ，学習指導を行なっていま すか u 該当する欄 に O印壱つけてくださ
も、。
ア ・・・・・・・・・ 異教科
ペ 問者世科 民単元
ウ -・....... 同教科同単元典程度
エ ・・・・・ I司教科 間単元 同程度
オ ......... その他
民言語 社会 算数 思科 音 t経 図商工作 家 極這 体育
ア
イ
ウ
二:r:;.
オ
凶 各 教科を同単元指諸事で実胞L・7ニ場合 ，つぎのどの類取にμ しますか，該当ゴる岐にO印をつけてく
~さい。
ア ・・・・・・・ 二本銀(徳武学般において ，二世百学年の単元信、A ，β lI'i手段に配分レて ，n局単元で同学
年を指導し・ ，-年 間で金内容をむ!Qさせようとする災 ) ~ ， 主と司る。
イ ・・・・・・ ・ 一本主総(観式学級の両学年:ニ対 l ，同単元を成主主 し ，そのtI1元を二年間くりかえして全
内容を習得させようとする採)を，主とする。
ウ ・ ・ ・・ 教材の 組員置により ア， ィ を併用@
エ ……… その他。(
国語 社会 n 数 沼1 ~十 音楽 凶 '~IÎ工作 費t 幅革 体育
ア
イ
ク
二巳
回i学年別で学習指導 そす rめる品合 ，間接指潟と してどのよ うな方法をとっvて いますか。っさのなか
から該当する事羽をえらんど ，その記号。ニO印をつけてくとさい 。 cし、〈つでもよい〕そのなかで ，
あなたがもっとも多く行な弓方法ぞ 1つ え 内んで0印そつけて ください。
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ア 白{'!'プリントやヲ・クブワク位どそあたえて ，問 JEj解決の強化をはかる。
イ 漢字の仔取り中宮1・で1問凶花どのよ ろ (Ckif'rl ~主 l舗~:.串ら ける，
ウ ζ れから学習するととろの教科舎を然続させて ，lfi.入の強化をはかる。
エ プリント阜教科丹の閥聞をあたえて ，内己粉断テユトをさせる。
オ I)gItrf重注争各額資料などを利用して ，知郡王中解ぞいっそう深める。
カ テレピ ，ラジオ ，I決凶などの視聴覚教具そ活向して ，経験領域の拡大化をはかる。
キ シート主主磁気録音機串プ υ グラム ・シ ー トをあたえて ，積極的学習をすすめるロ
クその他。(
一一一一調 査 B一一一一シート式低気綴育機 利用の実態調企
囚 ふなたがシー ト式磁気録音織を使い始めてから，昭和 40年 10月 2 0自までに ，シ ー トぞ何枚つ
くりましたか。つぎの仰に作成枚数を白いてくだ怠い。
各 教 和十
泊
????? ?????
γ 
算 1lt! 菅 図|家
踊
コこ
作 l庭
体四銭威
徳
数 事4 量睦 育
シート作成枚数
l2J シー ト式磁気録音機;立 ，どのよう伝学習形態のと容に ，料用されるととが多いですか。
ア 学年別の指潟における間接指場ωなかで ，一 斉進度学習のとき。
イ 学年別の指穏における間線街ぬのとEかで .!同制進1史学習のζ き。
ウ 問単元指導で ，一角巡lJr学げのとき。
エ 同月主元指芸tf.で .j制別泌氏・手むのときu
オ 図御室で学脅するとき。 l凶-:.!};iîé号~!二 機材を常 b~li L. ，皮革庄でわからなかったり ，欠席L.たときな
どに ，自由に 個 別学習するようζr場合をいよう。 J
カその他。(
凶 シート式磁気録音樹立 ，学智展開のどの湯語で ，利用されるととが多い ですか。
ア シート式磁気録音微だけで行1';;("':;}0 
イ シ ー ト王丸滋気録音機 ぞ申心におく n (ねらいの箆寝間分の徹底定岩のために)
ウ シート式磁気録王子微を潟入の段階で利用守る。
エ シ ート式磁気録音織を学切のま とめじ利用する。
オ シート式磁気録音ぬを潟人とまとめに.fl肘ずる。
カ シート式依気録音織を倒宵Ij指滋のとき自己jl!J沢的に利用する。
キその他。( ) 
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回 シー ト式磁気録音機を利用したととによって，複式指導のどのよう位陣筈点が打開されたと怠いま
すか。(いくつえらんでもよい。 〕
ア 間接指導による不徹底な学習活動
イ 遅れがろであった指導計画
ウ 乎年間の相互妨害
エ 児童ひとりひとりの思考過程における実態抱鍍の不徹底
オ 勤務負担惑の過基
力 学プコの不遜
キその他(
〔シー ト式磁気録音機ぞ利用して観式の学官指樽をするときに，下記の S点について問題点があり
ましたら ，ご言己λ、ください。
回 シー ト式磁気録音機自体の問題点
i畠 シ ー ト作成時における問題点
回学習展開時における問阻点
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W 調 査 の 結 果
①勤務絞 @織名
本 校 分 絞 教 頭 教諭 助教諭 講師
6 3人 4 9 1 5人 8 5 7 5 
(56. 3~) (4 3.8) ( 1 3.4係〕 (7 5.9) 6. 3) 4.5) 
@ 担任学級
2部複式 5部複式 4 fs復式
9 5人 1 6 
t 84.8~) ( 1 4.3) 0.9) 
④ 教職伴員会年数
-5年!6-10 11-15 16-20 21-25 26 - 30 31- 無答
4 2人 1 3 1 2 2 2 1 1 6 5 
(37.5"') (1 1.6) ( 1 0.7) ( 1 9.6) 9.8) 5.4) 4. 5) 0.9) 
⑤ へき地学校経験年数
-5年 6- 1日 11 - 1 5 16 - 2 0 31- 無答
7 9人 2 0 5 5 1 。 2 2 
(70.5鈎 ( 1 7.9) 4. .5) I ( え7)I ( 0，守 ) ) I ( 1. 8 ) 1， B) 
一13-
① 現在校勤務年数
- 5年 6- 10 11-15 16【 -20 :1 1【 -25 26- 30 31-
9 8人| 1 1 1 。 。 。 日
(87.50，6) F 9、8)I ( 0.9) ( -.) (一 )， (ー ) I (一 )、』
① シート式磁気録苦機の使用出始
UB和38年 38.4 38.10 39.1 40.4 
無答
5月以前 円-38.守 - 39.3 - 39.9 .. 4 0.3 - 40.1 U 
。人 1 1 つ 1 6 2 3 3 1 2 9 
(一) ( 9.8係) 1. 8 ) ( 1 4. 3) ! ( 2 O. 5 ) I (27. 7 .l ( 2 5.9 
③ シー ト作成平均所接待聞 い 枚Uてっき)
5日分 !0・5時間
以上 1 - 1.5 1. 5.. 2 2-2. 5 2.5-3 3 .. 事l~ ~ 
未満 - 1時間
未満
6 1 5 4 3 8 
i (4. 5 tfJ) (2 O. _5 )j_ (~ 6~) I (5.4) ( 1 3.4 ) ( 2.7 ) I l 3.6) (32.9) 
① シー ト式磁気録音気の所有台数
4ロヘ 2 台 5 AロJ、 4 i' 5台以上 百十
学校(介校 3 9 tえ 1 2 5 2 。 5 8絞
も含む)数 ( 6 7.2%) ( 2 0.7) 0.6) 3.4) (一 )
2 0 1 5 5 口 1 1 2人|
教 師 数i i ~ 64. 3各〉 ( 1 7.9) ( 1 3. 4 ) 4. 5) 〔一 )
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A[I 「複式学級J11(闘する意織
ア 学悶習槻附吋:初:吟ら
イ ある程B箆芝学習効柴をあげる ζ とができる 7 2 ( 6札3)
ウ 単式学級以上K学習突が*をあげる乙とができるの
エその他無答
5 ( 4. 5 ) 
4 ( 3.6 ) 
d図 「学年J1(闘する意識
ア 主主式であっても学年を区別して抱導しなければならないと思う
イ 常々学年安強〈意識している
ウ 学年はあまり主主識していない
エその他無答
3 8 人 ( ~ 3.9%)
4 6 (4 1. 1 ) 
1 9 (1 7.0) 
9 ( 8. 1 ) 
d凶包i 回Lffi俸に学~指導富十uflïの有無 ， 性倍 ， 作成方依 ， 未作成の段由
lJ (有無)I凶〔佳佑〕 凶〔作成方法〕
ア 教科の学習内容の系統性
絞
ア学習指導袋領 7 校
あゐ イ 児童の生括経験 。 教科書や教科書の借導書 6 
1 .3絞 ウ ア，イの両方 8 ウ 以前の当絞の指導計画 E 
(22.4%) エその他 。 エ 文部省や他校の指民計[出
オ 児童の発達等11(関する資料
t討が 1.3を乙えたのは .2肢を選
んだ学校があるため、)
作成中 2 5校 (43.1%) 
凶〔禾作成のよ組由〕
ない | ア 指掃討闘は必妥でない
2 0校 | イ 必袋は必める付れども
t .3 4. 5 '1>) I 作li.でさえ工い
《
?
?
?
???
?
?
? ???? ??
??
?? ?
????
?? ? ?
ー
?
???
??
? ， ?
α 多忙のため
b 戦員数が少ない
復式t旨主宰品十ぬの:復維困難
校
2 
1 1 
6 
4 
l;Hn; 2 0をζえたのは.2肢を注 l 
んア?子ζr~ " ・心。ため } 
一ー一」
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各教科の学習指導法
言活孔~竺 国語 社会 算数 王室科 音条 図工 家庭 体育
5人 4 2 1 4 7 7 9 7 7 :， 2 8 9 ア 間単元の指導
(之7%) ( 3 7，5: (日，9) (42，0) (7 0，5) (68，8) (69ふ) (79，5) 
2 5 3 3 2 4 3 7 2 5 2 4 1 1 1 8 イ 部分的K問中.元のt旨導
2 2、3) ( 2守， 5 ) (21，4) (33，0) (22‘3) (21，4) (23，9 ) (1 6，1) 
7 9 2 1 5 6 ウ 学年加の指導
( 6 7，0草26，8 (70，5) (18、8) (2，7) (5，4) (2、2) (日夕)
(口町守)
。 2 。 。 日 。 。
二巳 登校時間1rl'ちして伝導 (1，8) (--) (-) (一) (-) (一}
「一子ι 7 5 5 2 オその他，無答 (7、 1) (6、3.l (5，4) ( 6，3) ( 4，5) c 4，5)1 (4，4 ) ( 3，6) 
回A 
亡]ォ
(庄j家庭は担任者が46人なので ，との範圏内でパーセン トを算出した。
四ェf-%dィ自ァ
数一一一
ιー 一 国
一一 社
一一一算
一一 理
一ー一音
-iL 庭一一一一家
1 00% 5口
- 16ー
」一一
日
?
一一 体
A 国 単元の組み合わせ方
ぷみトヨ~f国己主S 軍Pロ 社会 算数 理科 音楽 図工
6人 5 4 4 4 6 ア異教科
(5.4%) ( 4.5) (3.6) ( 3.6) (3.6) (5.4) 
守 4 4 8 9 8 4 5 1 2 1 7 イ 同教科呉単元 (83.9 ) (42，9) (8 7.5) (4 0.2) (1 0.7) (1 5.2) 
B 2 7 7 2 6 4 1 3 9 ウ 同教科同単元異程度 ( 7.1) (2 4.1¥ (6.5) (2 3，2) (36，6) 13 4，8) 
日 3 3 守 日 3 5 5 0 4 4 エ 同教料同単元同程度 (ー) (29.5) H (3 1，3) (4 4.6) (59.3) 
5 2 5 5 7 7 オその他 ( 4.5) ( 1，8) (2.7) ( 2.7) (6.3) (6.3) 
(庄)家庭は担任者が 46人なので， ζの車ffa内でパーセントを算出したn
一一国 ま五aロー』一一ー
一一ー 社 会一一
一一算 数一一
一一理 科 一一
一一音 楽一一一
一一図画工作一一
一一家 庭一一
一休 育一一一
。圏 ァ 臼 イ
一司・... '，.-， ・ .，‘ 
‘ ・ " ・E ・， ，ー 、 ー ー・1 一 ， . 一、パー .，'，・・.
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尾ヨロク 国エ
家庭 体育
1 2 
(2‘2) (1.8) 
7 8 
(1 5，2) (7.1) 
1 7 4 8 
C 37.0) (42，9) 
2 1 4守
(45.7) (4 3，8) 。 6 
(5.4) 
オ
100% 
口
i τ寸。¢
d 回 同単元指導の方法
孟yゴ 国語 社会 算数 理科 音楽 図工 家庭 体育
1人 5 3 2 5 7 4 6 4 2 2 6 5 7 
ア 二本案を主とする
(3.6%) (7 0，7) (8.0) (6 7.9) (4 4.2) (41.6) (6 0.5) (34.6) 
2 6 5 ι 2 4 2 B 1 0 3 B 
イ 一本案を主とする
(7.1) (7.1)1 (23.1) (自.0) (20.0) (2 7.7) (23.3) (3 5.5) 
1 0 1 0 7 1 1 1 7 1 2 5 1 6 
ウ ア，イを併合
(3 5.7) (1 3.3) (2 8.0) (1 3.1) (1 6.3) ( 1 1.9.) (1 '.6) (1 5、0)
1 5 1 1 1 7 1 9 2 6 1 0 1 6 
ニ巳 その他，終答
(5 3.6) (8.0) (4 4.0) (1 1.9) (16.3) (1 B.8) (4.7 ) (1 5.0)1 
2 8 7 5 2 5 8 4 1 04 1 01 4 3 1 07 1 
(10 0.0) (100.0)1(100.0) (1 0 O.日)I( 1 0 0，) (10 O.O)!( 100.0)1(100.0)1 
A 岨 学年加の指導V亡主ずける間接指導の方俵
ア 自作プリン トやワークプヅクなどをあたえて，問題解決の強化をはかるの
o 38人 (3 3、9%) Q) 45人 (40.2 %) 
イ 漢字の香取りや計算問題などのような線営問題をやらせゐ。
o 5 1 (4 5，5) 。18 ( 1 6. 1 ) 
ウ 乙れから習うと ζろの教科歯を黙読させて，導入の強化をはかるの。5 1 (4 5. 5 ) 。4 3.6) 
エ プリン トや教科書の問題をあたえて，自己診断テストをさせるの。4 6 (4 1. 1 ) 。8 7. 1 ) 
オ 図書室や各種資料などを別府して ， 知識理解をいっそう深めゐ，~。2 4 (2 1.4) <g 2 1.8) 
カ テレビ ・ラジオ ・映画などの倶聴覚教具ーを活用して，経験領域の拡大化をはかる。
o 2 8 C 2 5. 0 ) @ 1 ( 0.9 ) 
キ シート式磁気録音機やプログラム=シー トをあたえて ，積極的学習をすすめる。
o 45 (4C、2) @ 1 2 (1 O. 7 ) 
クその他 o 0 ( 一) 。2 ( 1.8) 
(ff) @は，もっとも多〈行なう方法
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B 囚 シート作成枚数
手》ぞ空 枚枚 11-20 21-30 41-50 51.， 1 .， 10 
3 8人 1 7 7 7 口 5 7 2 国 語 ( 3 3.9係) (1 5.2) ( 6.5 ) (ム 3) ( 2、7) (6 4.:5) 
8 。 。 。 日 q 社 会 (7.1) (ー ) ( D. 9 ) (一) ( -.1 (ー ) '，8.口)
3 4 1 3 1 1 5 4 2 6 7 算 数 ( 3 O. 4 ) ( 1 1、6) ( 9、自) ( 2.7 ) l 3.6 " ( 1.8 ) C 5 9.8) 
1 1 。 。 。 5 
理 科 ( 0.9 ) ( 0.9 ) (日‘中} (一) (ー 〕 ( 2.7) 
7 。 日 日 。 。 7 
音 楽 ( 6. 3，) (一) (ム3) 
7 。 。 。 。 8 
進 徳、 ( 6、3.l l u.9 ) (-) (一) (-) ( 7. 1 ) 
情司"-- -。 1 。 。 。 。
特 活 (一) ( 0.9 ) (ー ) (一) (一)。 D 日 D 日
行 司五 ( O.中〕 (-.¥ (一) (-) (ー ) (ー〕
3 8 無 答 ( 3 3.9) 
9 6 3 3 4 5 ----¥ 延べ 人数 ( B 5. 7 ) ( 2 9. 5) ( 3. 6) ( 4. 5) 、
計や延べ人数が 10日係を ζえるのは，シートを2教科必l上作成している教師がいるため。
%1 シー ト作成者の 割合
~ v'pぷ:l| 協 l<Z2ZOl PR刀芳L-
国 社 算 理 音 図 家 体 道 特 行
語 ρE" 、 数 科 楽 主. 庭 育 待、 活 事
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B 固 シート式酷気録音機はどのような指導形態のときf'L別府されるか。
ア学年別の指導f'LJo~ける間接指導のなかで，一斉進度学習のときn
イ 学年別の指導になける間接指導のなかで ，低別進度学習のときn
ウ 同単元指導で，一斉進度学習のとき。
ヱ 同単元指導で，イ閏月IJ進史学官まのとき。
オ 図書室で学習するときn
カその他，無答
B 回 シー ト式磁気録音機は指導展開のどの場面で利射されるかの
ア シート式磁気録音機だけで行なう。
イ シート式磁気録音機を中心f'LJo' <。
ウ シート式磁気録音機を導入段l寝で利制する。
エ シート式磁気録音機を学習のまとめK利用する。
オ シー ト式磁気録音機を導入段階と学習のまとめKね用すゐ。
カ シート式磁気録音機を個別指導のとき自己選択的K利用する。
キ無 答
B 団 シー ト学習の効栄
ア 間接指導Kよゐ不徹底な学習活動
イ 遅れがちであった指導計画
ウ 学年聞の相互妨害
エ 児童ひとりひとりの思考過程VζI>'(rjゐ実態把握の不徹底
オ 勤務負担員の温重
カ学力の不振
キその他，無答
8 固 シー ト式磁気録音機自体の問題点
ア 操作上の問題を指摘している人
例・ 児童が機械を操作するκは技術的習熟が困難n
4 6人 (41， 1 %) 
1 0 8，9 
5 4， 5 ) 
日
。
3 5 ( 3 1， 3 
白人 ( 7，1 %) 
30 (26，8) 
1 U ( 8， 9 ) 
1 3 ( 1 1，6 
2 1 ( 1 8，8 
日
3 5 
5 7人 (5 0，9 %) 
1 7 
4 0 ( 3 5‘7 ) 
1 3 (1 1， 6 
2 1，8 
5 2，7 
4 0 (3 5.7 
守人
機械の操作は低学年では少し無埋ではなかろうか， 党えるまでK時聞がかかゐ。
児童K操作宏よ〈理解させるためVC，表面のボ'jl.:/や{I11j凶?のさ しζみの記号を日本文
K改めたほうがよいの
-20-
イ シート録音時聞を問題Kしている人 1 4人
例・ 録音時聞が短かすぎ学習内容をもり乙みKくいn
児童K朗読をさせてみたいとき 1枚のシー トの録音時聞が4分では短かすぎるの
ウ コー ド等Kよるがし上の煩維を問題に している人 1 6人
例・ イヤホーンのコードが:短かく ，ヅヤンクショ ニノ・ ポツクスから 10人分いっしょ K聴取
する ζとがむずかし<.児童の盗勢十亡無恐がかかる。
1台のグヤン.クション ・ホックスから何本かのイヤホーンをひきだす関係で ，コー ドが
どじゃどじ干 しやす<.学習Vてわずらわしさを感じるの
イヤホ-/'，パイナ ，ー グヤンクシヨン ・ホ・ツクス等のコー ドがいずれも長<.取り扱
いが煩雑n
エ フィード.パックの操作を問題Kしている人 8人
例・ 途中から角度を聞きなな したいときには， 途中まで手でも どさなくてはならない し，ぞ
のさい ，閣きたい場所のE確な位置をつかみにくい。
途中でもう 1箆聞きた〈ても，ぞ ζから聞けなくて，最初1(もどさなければならない点
が不便であるの
シー 卜回転途中で反復練習の部分VC，必要κ応じてひきもどすさいの複雑され
オ 機材の重さを問題Kしている人 /7.人
例. 機材カ:重〈て子どもたちだけで準備する ζ とができvc<い。
機微を子どもが持ち:illiびする ~，(は少々蚕 < .毎日 ，出し入れするには骨がbれるの
カ 故障，修理な問題にしている人 1 4人
例・ ジヤンクシヨン ・ホ・ックスのプラグやイヤホーン，パイナーなどの受け口のととるが弱
〈嗣主主しやすいn
学校がへき地レてあり，サービスf袋聞が遠悼ので，いったん機械が故障すると ，その
修理Kたいぞう時間がかかる。
キ 音量 ，音質を問題Kしている人 7人
例・ シートが機械vc密着しないとさがあり ，乙とばvcむらが生じやすい。
録音機とプ νー ヤーの閲K音量の差があって，再録音しなければな らないときがあるn
シー ト止めの穴が大きく なるとトラックずれを生じ ，二重の音になって聞きvc<くなっ l
たり，湿気Kあうと波うち音がする。
テνピと比較すると音質が劣るので ，音楽の引用VCは不向きであるの
ク 1背tきを問題Vζしている人
例・ シートの消音はもっと簡単Kできないものであろうか。
テープレコー〆ーのようκ機械自体で録音を消す乙とができないので不便n
グ ボタンの操作音を問題にしている人
5人
2人
例 ・ インスタント .ストップ・ボタンの押す音や ，シー トタイムカウンターのきざむ音がシ
ート K入9.再生のとき，その音が気になるn
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コその他 4人
例・ 逆回転が欲しいような気がする。
シートタイムカウンターが隅に小さ〈ついて加るので ，録音時Vていちいち目盛りをのぞ
き込まなければならない欠点があるn
録音機の高さをもう少し低〈して，その上で字が書けるようだとよいの
価格が高いので購入台数が限られてしまうので，機材本来の機能がじ岨うぶん発揮でき
ないn
B 固 ツー卜作成時K念ける問題点
!ア シート作成所要時間の増大と労力の過重を問題Kしている人 5 8人
例・ 教材研究，指導案の作成，プログラムの作成，録音という作業を毎日続けるのに，多〈
の時間と労力が必要であるn したがって，他教科の教材研究が不徹底f'Cなるまpそれがある。
録音するまでの資料作成K時聞がかか]:J，簡単K録音できるようでなかなかむず1J為し加。
事前準備がたいへんで， 1枚のシー トを吹き込むにも相当時聞がかかるの
シート作成1'(，実際の指導時間以上の|時間をとってしまうn
子どもの学習能力の差，知能の長が大きい学級では ，シー トをどζで刷用するかが非常
κむずかし<，また，複式指導なるがψえK教材の研究K時間がかかり，教師の負担が大
変n
シート学習は聞くととの活動にウエイトがbかれ，したがq て，児議が理解しやすいよ
うに，凶か，(ζ適切な用語を使うかK苦労し ，教材研究K時!討がかかりすぎる。
シートを作成するためには，綿密な教材研究と指導展開計画が必要で，教師の負担が増
大する。
録音内容を印刷したシー トは，機材を操作する児童κしか役立たない。そこで，それを
全部の児童K伝えるためには ，プリントK刷って配布しなければならない。時間と労力が
IAる。
イ 指導内容のプログラミングやシー トの位置づけを問題にしている人 1 2人'
例・ 現状では ，機材を教師の代制と加うかたちで使用せざるをえない。ぞの場合，児単に忠
考の中断やつまずきがあっても，機材自身適切な指示を与えることができないので，指導
内容をプログラミングするζ とがむずかしいc
個々の児童に即応したシート=プログラムが似品、Kぐいn
シー トを学習のどの場面で利用すればもっとも効果的であるか ，を1j):JらかVてする ことが
困難であるの
学習過程のどこKシー トを位置づけたらよいかを見つけだ?のf'C時間ヵ:かかゐn
反復練習や既習知識の定着などの内容は ， 比較的簡単I.~作成できるが ，新しいよ)l.元の導
入などKは， シートの作成が困難であるn
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ウ 録音上の問題を倍摘している人 1 2人 l
flJ・ 4分の録音時nuvc予定した借導内容をもりとむととが歯難である。
4分という時間K制約され，時間のみ気Kしてととばを制限するためVC，児童の理解を
欠〈ととがある。
原稿を見てあらかじめシートなしで録普テス トし，録音時間を確かめたのちVC録音K入
らないと，途中で時間ぎれとなりやすいn
エ 録膏場所やl時聞を問題[ζしている人 3 0人
例・ せまい校舎のためVC，子技ι在校中は校内がさわがし<，シート作りK支障をきたす。
したがって，夜にならないと録音できない。
録王fする場合 ，雑音が入らないようにz静かな時間と場所を選ばなUすればならず，勤務時
間外になる乙とがしばしばである。
録音室がないため，シートの作成は放課後か宿直日K制限されて しまうので，いき歩い
利用肢が減ずる。
録育設備の貧弱や学校環境の騒音Kより，録音附旬K制約がある ζ とn
オ 発音 ，ととばの速さ，音量などを問題Kしている人 8人
例 ・ 発音，アクセント ，速さなどをじ晶うぶん気をつけなければならないのまた， 聞のとり
方や〈り返し箇刀Iiなども留意しなければならな川、
ζ とばをはっきりと ，そして， 親しみの乙もったふだ人泊話 しことばでなければならな
ν'0 
録音氏名、ける質問 ・発同は ，日常 ，教室で使いなれた ζとばを使用して， 直接vct旨導し
ている叙囲気を醸成すゐ ζとれ
カ シー ト作成の協同化を|問題vcしている人 2人
例・ シート学習はた凶せつな個別岸湾の機会たと思うが，教師{閣人個人のシート作成でなし
κ学校全体や，ささをみとした計画性のるる作業でないと ，シート学習のよさが半減する
よう K忠、う。
8 回 学習展開時vc会ける問題点
ア 能力差の問題を指摘している人 2 5人
例・ シー ト内容の理，'J!fVC誕速の差があり ，一斉t旨導κ機材を刷用する ζ とは困難であるn
1台の機械でf"J人もl瑚くのですが，聞きながら学留を進めゐ場合，早くできた子は遊ん
で しまう し， 能力の低い子はいつまでたっても終わらないという ととで，歩調を合わせる
のに苦労す弘、
機械は 1人 1台が原則と忠われるが，現状では数人のグノレーフ'VCよる刷用なので，児童
のl徳取耐力K差輿があり ，能力の低い子低高い子にひきずられる傾向があるn
一斉指導の中K機材を利用した場合 ，子どもの能力差Kよって進度が呉なり ，その点を
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改善して効果的K指導するにはどうしたらよいかれ
一時ストップの思考時聞は，児童の能力差VCよって異なヨてくる。 ζの場合の考える時
聞をいつまでのばすかがむずかしい。
イ 学習過程，思考過程を問題κしている人 1 1人
例. つまずいたととはわかるが，その思考過程がわからないの
シート学習は，発問一作業一解答の〈り返しとなり，個々のチどもの思考がどのようvc
行なわれて凶るか判断ができvc< v>" 
学習展開時K機材を利用した場合 ，個別指導の手はずを準備するために，必ず子どもの
記帳結果を検閲するのであゐが，学習過程をとらえるのに時聞がかかる。
集団思考や自発活動の方法がとりvc<加。
ウ 発表，質問の場を問題Kしている人 る人
例・ シート学習は児童の発表や質問の機会をふさぐれ
発表の場が少なく ，聞〈だけの一万交通となるの
考えを深めるためKグルーフ.の話し合加が必要であり ，そのためKはリーダーの司会K
より ，話し合いが活発K行なわれなければならないが，シート学習はそれを詐さない。
エ学習の反応、や理解を問題vcしている人 守人
例 ・ 児童の学習反応をじ晶うぶんとらえる乙とができず，効果的な学習を展開することが困
難である。
学習の配応がその場でわからない。
録音を聞きとる ζ とrι気をとられ，理解が不徹底Kなりやす刷、
学 習の展開中に児童の反応、がフかめないから，指導のチャンスを見過どしてしまう。
オ リーグーの養成を間起にしている人 7人
例 ・ 作業を伴う学習の場合， 個人差がかなりあらわれるから，数多〈機材が整っていれば問
婚がないが，そうでないときは，しっかりしたリーダーの養成が必要でるる。
スイッテ・リーダーの養成に時間を主要し， 当初は授業vc支障をきたした。
思考を妥する時間が，子どもたちの能力Kよって違うので ，リー ダーの養成をうま〈や
ゐ必要があるn
カ イ回別指導の同題をf旨fl着している人 B人
例 ・ 録音機を 1時ストップして同組をやらせても，できない子どもの指導は個別指導でしな
ければならないので，指導の時閣が累加される。
同じ作業量を同じ時間で処君主できる集団でないので ，1醐目指導を必授とするの
子どもが誤答した場合，その録答の原E!>Hこよも;じた適切な指導ができない。
児童の偶然的な疑同や誤り K対して.臨機の処周ーがとれないの
キ 指導形態と機材の位置づけを問題Kしている人 P人
例 ・ 直接指導とジー ト学習に》ける間接借導の間K時間的関係を常K考えなければならない
ので困るの
- 24-
学習展開のどの場面で機材を利倒したらよいか問題である。
直接指導との関速から，時間配分をいかκするか。
どのような学習形態のときシー ト学習をとり入れたらよいか，あらかじめ考えながら立
案しなければならなV">n
ク 機材の設置を問題Kしている人 1 3人
例・ シート学習手のための機材の準備や机の配置など ，学習体制jを養えるまでに時間がかかるn
児童数が多〈なると設営に時聞がかかり ，準備が大変であるn また，コードがからみあ
って学習活動』てわずらわしさを感じるの
ケ 機材の台数を問題Kしている人 5人
例・ 機材が1台しかないので，両学年が利用するときKは，学習の途中で機械を移動しなけ
ればならないので ，学習活動が中断されるの
台数が 1校1台では ，別府学級の組み合わせを考えなければならないので大変である。
コぞの他
低学年，と(1'(1年生にはγート学習が無理でないかと考える。 5人
授業展開中K機械の故障が生じた場合，l直接指導が中断されて困るときがある。 5人
シート学習は児長の疲れを大き 〈する。
教師と児童の心のふれあいが少ないの
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1人
1人
V 結 果 の 考 察
との調査は，へき地の小学校(1(.1:，-ける復式学級， :h'よび多級w式の学習指導の実態と，シー ト式磁気
録音機の利用の実態ーと 0(，機材がどのような指導形態や倍導過程K利用されているか ー を
分析するととVLよって ，複王史学級の学習階若手V亡がける機材の効果的な位位づけを考察する上κ必要な資
料を得るために行なったのであるロ したがって ，調査の対象者は ，二部後式，または多級彼式学級の学
習指導VL:h'いて ，シー 卜式磁気録音機を別用した ζとのある教師であるロ調査の回答は 158人から縛
られた。そのうち ，退去に機材を利用したことはあるが，現在，単式学級を担任しー亡いる教師，調査回
答が不備な教師の調査票を除<，合計11 2人を集計の対象として考察をすすめる。
調査対象者について
前章 「調査の結果Jの①から@までは ，シート式儲気録音機がどのような教師K利用されているか，
wっから刷用しているかなどを調査したもので ，いわば，主調査に対する予備的な調脊であゐ。
(1) 調査対象者の勤務校は ，本校 6 3人 ，分校 4 9 人で本校鋭、必がやや多 〈 ， 戦名~Ijでは教諭が 8 5 
人で多数をしめているn また ，担任学級の学級構成は，二部俊式95人， 三部俊式 16人， 四都埴犬
1人で ，二郎後式学級の担任者が圧倒的に多(， 85%VL主主しているn ζ うした結米から， シー ト式
議気録音機の利用研究Kは ，とぐに，二部複式学級を中心Kして研究がなされなければならな加と考
えるn
(2) 調盆対象教師の教戦経験年数，へき地学校経草食年数 ，現任校生;Jm年数を針べてみゐと，いずれも 5
年未満が大部分をしめ，とくにへき池学校経験年数(7口、 5%)や羽任絞勤務年数(B 7. 5 %) (lCI>' 
いて ，その傾向が強い。また，説任校製j傍年数では ，1年未満が玉 1.五%とi弱ぷにな q ている。乙の
よう VL，へき地の学校ではへきょ也教育の経験不起の教師 ，加えて主主峨年数が比較的短かい教師Kよ
廿て構成されているためVL.複式指導が不慣れな教師，シート作成の研究が不じA うぶんな教師が少な
くないと推察されゐ。
(3) シート式総気録音機のi吏同開始はjJtl和 40年 4月から 10月までのJolt出VLI交われたケースがもっと
も多く ，次いで 39年長後半VLなるn 員量J[L1年以内での使L討が目立ち，制笠メ'I録 11 2人中約半数の
5 4人がこの期間ctVL集中しているn もっとも ，県教育委員会がへき1也教育の改善刈上のためKシー
ト式依気録音機を補助したのが 5臼年6りであったので ，ぞれ以前の機材の使用は ，へき地複式倍導
K闘する限り皆非応であると忠われゐ。
(4) 機材は後式指導を困維にしている間接脂導ゃ， f旨導が学年の数VL1むじて分寄りされ学習のふんい気が
不統ーになゐなど相当部聞の障害点を改善する乙とができるのであるが， t後材を利~H した指導を実施
するまで『ては，シートの作成K伴う研究VL多くの時間と労力を必安とするといわれるn そζで ，シー
ト1枚を作成するのに どのくらい時闘がかかるのか調査したのであるn ぞれKよゐと， 1時間前後が
4 1人，2時聞から 2時間半まで(1(回答した教師が 15人というように .予怨以ヒκ時間をかけてい
るn へき地の後式学級の担任教師は ， 直接指導する学年の教材研究や資料の準備，筏h の絞~% ，分校
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連絡などの事務κよって仕事が過重vcなq ているのであるのその上VC，2 ， 5箇学年を同時に担任す
る教師が 1箇学年の僧導準備と Iてのシート作成のためVCl-2時間の時聞をかけて準備しなければ
ならない ζ とは ，複式担任教師をますますj@1亘氏し ，労力負担をJ曽大させる原因になるものと考えら
れるのとのととは ，一統K断言'できないけれども ，3 8人の多〈の無回答者を出現させたととtてもそ
の一端が表われているようK思うn つまり， 通去にかいてi妓材を{変則したととはあるが，複式指導の
中VC利用した ，とまではいかず，実験的〔たとえば ，機械操作の線量ぎやシー トの初歩的作成のために)
段階にとどまると考える教師が多<，したがって， ζの項目を無符としたとも忠われるのである。こ
うした点から，市版のシートの活用や ，あるいは自作のシートでも， シー ト内容め質を落さずしかも
短時聞に作成できるよ うな研究が安請されゐし， ζの研究のねらいのひとつも実は ζの点にあるの
(5) シー ト式磁気録音機の所有台数は， 学校を単位Kして調べると ，1台の所有校が 39校で 67，2 '{6 
と過半数をとえ，2台は 20，7%とかな b減少し ，3台以 ヒのけf合ー絞は優めて少数Kな q ているn ま
た ，角度をかえて教師がわからみれば ，その頃属する学校の所有台、数が 1台だけでるる教師が72人
(64，3%)で， 2台のUi#者を合わせると 82，2%1'(なり ，大多数の教師は 1， 2台の機材で後式
または多級学級の学習泡導を行なっているのである。
2 複式指導の実態について
調査dは ，i夏式学級・学年[宅闘する教師の;蛍識，教育内容編成よの問題，学審館主導上の問題の 5つの
観点から ，後式学級κお漬ける学留指導の実態fどりjらかL亡しよう とした。 ζのようなi調査の観点を設けた
理由は，後式指導にシート式儲気録音慢を効巣的vc利lけするためには ，ζ うした問題を明縫に把握して
なかなければならない乙と，いいかえれば，へき地の学校で#1実VC行なわれ・ている復式指導のすかたを
明 らかKしてなく乙とは ，f波4オを位l虻づける上K有意義であゐと考えたからである。
(li r複式学級Jr学年jに関する意識
後式学級κかいて学問指導を行なった鋭敏のある教師であればだれでも ，1教室の中VC2つの学年で
構成されていゐ学級κ当l面して，主主式指導の凶器igさに当惑すると足、うn 乙の湯合 ，複式学級をどのよう
K考えゐか ，また ，その中の字年をどのように意識するかが学習指導を行なうさいに重援な要素となる
と考えゐn 謝査Kよゐと ，r復王立学級Jは ，指導言li出や指導法の〈ふうによ 9 て，ある程度効果をあげ
る乙とができる，と考えている教師がもっとも多<， 6 4， 3 % vc遥していゐ。次VC，学年K対する意識
では ，複式であるので ，やむをえず学年のわくをとり向単元指導をと り入れているが ，常々学年を強〈
意識しているのと回答した教師が46人で 41， 1 % vcるたるのつまり，乙の調査の結果vc闘する|緩り ，
「複式学級Jκついての意識は ，きわめて近代的で前進的であるが， r学年Jtとついては， まだまだ学
年を強〈意識し，姐定的，伝統白押年観Kよって支配されているようK思われる。 しかし，r学年Jvc 
対する意識は ，凶のアの「学年Jとは ，法的K規定された主主学年令Kよって決定されたもので，教育内
容も学年初vc決められていゐから，たとえ複式ではあっても学年を区別して指導しなければならないと
思う ，V(回答 した 58人と上記の 46人を加えた 84人 (75 %)の教師の反応を合わせて考えるなら
ば，個々の児童の能力発達Kついてはもちろんウエイトを合くが，それ以上VC，教育内容K企ける教科
の系統を霊視しているのではなかろうかの
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(2) 教省内容編成よの問題
A[E-団までは ，徒式学習指導計画の有無，性格，作成方法 ，未作成の現由な どについて調否ー したも
のである" 5 8校(1学校または介校から 2名以上の教師が回答をよせられたので，学校別にすると ，
5 8校κなる。)の中で，複式学習指導討亙のある学校は 13校 (22.4%)VL過ぎないn また ，現在
はないけれども目下作成中であゐ学校が 25校で 43.1 %をしめ，ζのケースがもっとも多い。さ らK
複式学習指導計画がない学校は 20絞 (3 4.5 %)で，指導計画を桐窓してある学絞よりも多〈なって
いゐ。それでは ，指導計画を用意してある 13校の編成方針 ，あゐいは指導言十回の性倍を調べてみると
ウの「教科yu-"ける系統性と児童の生活経験のどちらも考慮して ，と (VLどちらか一方を重視した編成
のしかたではないn J学校が8校で， f也の 5校はすべて ，アの「教科VLi;・ける学習内容の系統性をと 〈
に重んじて編成したn Jの項。て応答しているのであるれ へき地の小規模学校I'(I>'いては児主主ー 数がきわめ
て少な<I 複式学級も少人数の児蛍で構成されているわけであゐから，児主主ひとりひとりの能力に応じ
た個別指導が容易であると考えるn 乙のようκ少人数の学級でなければみられないすぐれた特質をもち
ながら.児童の生活経験K重点をな〈よりも ，教科の系統性Vζ:重点をないた指導計i泌が作られている ζ ー
とは ，複式学級の特殊性に適合した主体的な借導計画の編成がみられずひとつの問題点であろう。
ζのととは ，凶の作成方法でも明 らかであるn 指導計闘を作成する上でと(VL重裂な手がかりと した
ものは ，学習指導要領(7絞) I教科書や教科書の指導書:(6絞)κ多〈児三重の発達や生活経験K関す
る資料(1絞)VL比較して多〈なっているの学習指導要領や教科省を参考ーにする乙とはもちるんた加せ
つなことであるが ，複式学級の特性を年かす配地:がもう少しあってもよいと思うn
いっぽう，綾式学習指導百十幽のない学校では ，禾作成の埋由と して ，r複式学習指導員T幽は必袋でな
いJv亡回答した学校はひとつもな<，すべて「必竣は認めるけれども作成できないのJとしているのそ
してぞの理由は ，複式指導計画が複雑困難さのため ，研究資料が不足のため，あるいは多忙のためK作
成できないでいる門なかには，後式学級の学級構成が年度Kよヨて変動し， 指導計画の継続的徳川がで
きないために作成できずκぃゐ学校もあるの ζのよう K後式学習指導計必を編成するには ，極々θ悪条
件が山積するためK作成を困難Kし， あるいは乙うした条件を克服して作成したとしても ，学年別の指
導を前提とする教育課程K落 ら着いてしまうのであろう。
(3) 学習指導上の問題
t変式学級Kなける学習抱導ではと〈 κ，内容編成と実l擦の学習借導が笛、接な鴎辿をもっていゐ。そζ
で，ζ ζでは ，複式指導の類型や指導内容のi組み合わせ方，さらに，同単元出導や学年万IJのf旨導をどの
ように行なっているかなどκ焦点を合わせ， その実態を明らかl司ごしてみた同
後三文学習}旨導の類型は大き〈学年別の借導と悶単元宿主導の 2つK分けられるn それでは各教科の学習
俗捕まどの類型κよって行なっているであろうかれ回の調査Kよると I 3つのパターンに分頬できそう
であるのすなわち，①主として学年加の指導を行なっている教科， @主と して同単元指導を行なってい
る教科'@同単元借導を主としているが学年月IJの抱導も1部で行なわれている教科がそれである。
①のパターンは凶語，算数で，困語は 67. 0 %が，算数は 7 0.5 % が ， 学年胤の i旨~を行なってIハるの
ζれらの教科は指導内容の配列がきわめて系統的Kなっているので ，同単元でJ旨導すゐのが鴎維なので
あろう。しかし，すべての教師が学年万l知指導を行なっているわけではないれ 「年聞をとシしては同単
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元t旨導をしてはいないが，指導すぺき内容Kよっては ，部分的に同単元街導を行なっている。 J教師が ，
同誇で 25人(2 2.3労) .算数で24人 (2 1.4 %)と:旬、像していたよりも多い。一般に国籍や算数
は教科の特質上，同単元抱導が困難であるといわれるが，とうした結果から推察すると ，積極的K同単
元指導をとり入れ借導技術を改善しようとする意欲がみうけられるn @の教科は ，音楽 ，図画 ・工作 ，
家庭，体育の 4教科で ，fをほ類似した指導計的lをとっている。つまり ，同単元指導が7筈肋主ら 8割まで
v[集中しているのであるn また，部分的K同単元僧導を行なっている教科を入れると，これらの 4教科
は約守 口~守 5婦の教師が同単元備導を行なっていること1'(なるn このように間単元借導を行なわれて
いる理由は，比較的児童の磁力や表現力をとらえやすく，ひとりひとりの学翫自主程1'(応じた倍導がしや
すいためと~えられるn @のパターンの教科は，社会と理科であるn 同単疋指導が主であるが部介的κ
学年別の借導をと D入れている。学年別の借主主が社会で約5割弱，腿科で約2割弱と少な〈なっている
ととろから， ζれらの教科にないては ，学年加の指導から向単元指導の方向に移向するj岩波的段階にあ
ると推察される。
っきI'(.fijの単元・の組み合わせであゐが ，同一時間内で学習伝導するときI'(ftなった教科を組み合わ
せる例は，全教科ともに 5%以下で，説夜ではほとんどζのような方法はとられていないn 同じ教科で
呉なった学宮内容を行なう同教科兵単元では，闘諮 (83.9 %) .算数 (87，5 %)が圧倒的に多<， 
社会 ，選科が約4醤IjでそれK紛:き ，音楽 ，凪工，家庭，体育では 10-15%前後できわめて少ない。
同教科同単元兵程度での抱毒事は，管楽，凶工，家庭，体育が 35-40%でもっとも多(I統いて社会，
理科になJ:;，凪語，算数で行なう教師は非常1'(少ないn 同教科同単元同程度 ，つまり二簡学年の学習指
導を同一目標，同一内容ですゐ教科は ，前者と同僚音楽，凶工 ，家庭，体育・で行なうケースが 35-4 
日¢でもゥとも多く，社会，j隼科では 3U帰前後 ，凶語 ，算数では皆無であるnζうした結果からいえ
るζ とは ，後式学級を担任 しー 亡いる教師は ，各教科の特色を じゅうぶん倹討し ，それを複式指導K反彰
している ζ とがうかがわれる。
それでは，向単元で指導を進める場台 ，学習内容をどのように編成して指導にあたっているのであろ
うかの画の調査Kよると，二本:奈(箆式学級『てないて ，二箇学年の単元をA.B両年度1'(配分して， 同
単元で商学年を指導し ，二年間で全内容を習得させようとする築)で行なう教科は社会 (70.7 %) 
理科(6 7，9帰) ，家庭(6 0， 5 %) 1'( I>-いて若し<，国語 (3，6帰) ，算数(8，0労)では極端K少
ない。また， 一本案 L複式学級の|喝学年K対 し.同単元を設定し.-tの単元を二年間〈り返して全内容
を習得させようとすゐ楽)は，どの教科でも少な<.強いてあげれば体育(3 5， 5 %) 1'(ややその傾向
がみられる程院であゐn 二本実編成ヵ:副誌やJ手数K会いてるまD闘いられない理由は ，漢字や計算など
技能面K公けゐ上下学年の能力差が著しいとき1'(.たとえばA年度のある単元が上学年の内容を指導す
る場合には，下学年の学習が徹底しV亡くいものl乞し， 学習指導上大きな障害点』てなるので二本案形式の
憎導をさけるのであろう n なお~ .岨Vζかいて，と〈κ民l語や算数の欄Kその他や無答が多かったのは，
教材の極頬により邸分的κ|司単元借導を行なっているが，年聞をと会して行なっていないので(回を参
照)回答しなかったか，または|司単元I旨導を行なっていても .f旨導百十l遍が編成中あるいは禾作成のため
K回答をできず無答t亡したものと考えられるn
凶では ，学年対IJの街導Kなける間接=指導の方法はどのよう1'(行なわれているかを調べたものである。
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これVCよると， 4 0 %を乙えているノ伝法をあげれば ，r練習問題をやらせるJ(4 5. 5 %) ， r導入の
強化をはかるJ(4 5、5係) ， r自己診断テストをさせるJ( 4 1. 1 %) ， rシート犬磁気録音機を活
用J(4 0、2%)となるn ζの項で 100婦を ζえるのは，ひとりの教師が多J員討を解答:したからであ
るn そこで ，もっ とも多〈行なう方後を1つだけあげてもらうと ，アの 「自作プリントやワークプ Yク
などをあたえて ，問題解決の強化をはかるjが 4口町2係でトップ ，つぎは ，r漢字の書取bゃ封鎖;問題
などのような練習問題をやらせるJで 16， 1労，さらに，シート式倣気録音機ゃプログラム=γートを
あたえて， 積磁的学容をすすめるJVL 1 0司7%となるp 乙のような結果からいえゐ ζ とは ，間接指導vc
なける問題提示が依然、として直鍍抱導を妨げな凶で，しかも自学自習している児重Vてとってあまり思考
の妥しない内容，たとえば，漢字の音取りや計算l笥題をプ リント問削ョて波したり，反復練習や既歓日
識の定着だけを主限VL沿いた学習をさせるという ような ，機械的，1苅E的VL処;院できる学習を伝導しが
ちKなっているととであるn しかも，さらに考えてみなけれは:tcらないζ とは ，ζれらの問答者はwず
れも，調査の時点までκシー ト式録音機を複式脂導κ利用したことのある教師でありながら ，と <vcシ
ート式磁気録音械を利用して間接指導を行なっていゐ教師が，わずか 12人(1 0，7 %) -cあることは
在巨 しなければならないりそれだけ ，f淡材をヰIJ!討した複式倍2.-(j，が国縦なのか ，あゐいは， 阪材の詩人(IL
密接不可分な‘ノー トの作成が国総なのか，そのへんをじ岨うふ・ん検討してみる，必袋があるようK忠う。
ろ シ トー 式磁気録音機の利用状況について
調資8は ，主として複式情導Vζかけるシー 卜式磁気録音機の利用状況を調べたものである。調室長目
は ，囚シートの作成枚数，L2.l指導形態Vてなける機材の位世づけ ，日J学習場程κなける機材の位産主づけ ，
函ンー 卜学習の効果 ，凶岨回シー ト学習の問題点などで構成されているn とう した観点から実態調査を
行なった漫由は，シート式鴎気録音機を「いつJrどこで」ヰIJI訂すれば ，後式学習j旨導をうめ米的かつ効
率的Kすすめることができ，また，複式脂導VC;l;'ける学習管法の問起をLA普する上で ，シート学留を指
導形態ならびK学習過程のどとに位遣づけたらよいかなどを究労する手がかりを得たかったからであるr
(1) シー ト学習の実態
回のシート の作成校数では ，1 0枚までが圧倒的に多<， 1 1枚以上はと〈少数の教w:Iが作っている
根皮であるのまた ，教科見iJシー ト作成者は ，凶語が72人 l64，3掃) ，算数が67人 (5 9，8係)と
この両教科がも っとも多<，その他の教科ではきわめて少なく なっているn 凶工 ，家反，体育にないて
は作成者は皆無であるのまた ，教師Kよっては凶語や算数vc5 0枚以上も シートを作b旺盛vcシート学
習を実施している教師もいれば，学校vc作品材はあるが，実験的K使附した程以;で ，学習f旨導VC利用する
までVLいたっていない教師もいる ζ とである。終答が 38人Kなよぷζとは，シート式h銭安、録音械があ
まりキIJ唱されていない実怜ーを説明しているようでもあるの艇答話の]7v..乙とは ，っき'の出i主;l通VL;1"いて
も |弓i様で ， 約 30 -35 %の高率を示していゐn とのよう氏;~宗主王者を多〈出現させた理由は ， ささにも
述べたよう (l"C，i議材を利用 した経i妓はあるが，機械の操作やシー トの試作程度で ，具体的な学習場面で
活用するζ とがなかったか，あゐvもは 2-3度シート学習を試みた程度なので回答をさけたものと考え
る。
ul式学習借導計I!IIJVL沿けるシート弐係気録音憾の利l吋を介析する頃合 ，いつ，どこで利用するかが分
- 30-
折の重裂なポイント Kなるい指導形態にあ、けるポIjJ廿では .I学年別の脂導にお・ける間接指導のなかで ，
一斉進!文学習のときjがもっとも多<，続いて「学年別の借導に志、ける間接f旨導のなかで，イ問加進I'i.f'学
習のときJであるn とれらはいずれも学年加のj旨導を行なっているとき ，教師の直嬢手のさしのべられ
ない学年の学習に利l刊されている例で. r復六階導の単式化」といわれる同時i元街導では5人が利用し
ているにすき'ないの被材が主と して，学年別の借導の中κ利用されているととは，それだけ学年別の惜
導 ，とりわけ間接指導が不徹底であっ たととを暗示しているようでもあるのまた，同単元錆導κ幸子ける
利l付者の少ない現自は学年別の指導の弱点で~る!荷主尊の分裂や学習の寸断を是正するためκ生まれた問
単元指導VC，さらに学年別な方法で機材を刈用するととは，同単元指導のよそ所を伸長しにく〈すると考
えられるからであろうn
つぎVC.学習段仰の場面での利用であるが ，r機材な中心K会いてねらいの主主主部分を定着させるた
めJvc利用するケースがも廿とも多いn つぎは「機材を導入段階と学習のまとめK利附するjクースで
あるH 機材 をー導入段階または学l!J功 まとめにだけ利用する方法は， 成長材を中心VC.J;，-<方法のJ約五分の 1
vc減少するn
必L上，i友式学級K$'けるシート式儀気録背機の，flJ用方法を 2つの観点から分析してきたが，乙とで，
もっとも多〈利mされる万出を致事7するとっき'のようκなゐυ
学年万収)1'旨導vc$'けるl渇j"li俗語まのなかで，一斉進肢学習Dとき，しかも .作品材を学習展開の中心κ公
〈場合であるn
とのような治導をする ζ とKよって，後式指導のどのような困難点が改普されたか，つぎVC，シー ト
式磁気録音機を利附した学習(シー ト学習)の効来を制べてみると，
。 間接出導VC砕けるイ〈徹ぽt.r:-学留街導
。 学年間の相互紡存
がもっとも多<I 削者は 57 人 ( 50. 9'~品) ，後者は 40人 (3 5.7 係)が ，ζ うした障害点を打開す
るζとができたと回答しているn ζの結決はほぼ予怨.il!dJの応答であるn 後式学級の学習俗主導K砕いて
もっとも困鍛なそして大きな問題点は ，学年別vcf旨握手する場合の間後借主導でるろうn ひとつの学級で異
学年の児童が同一時間内でぞれぞれの学習をすすめゐのであゐから， 一方の学年が教師の直接箇援で学
習をしているとき .1l雌年は自学自腎を行なっているわけても払との場合，間接指導をしている児童
の学習のねらいが不じ品うぶんでるったり，問題担鐙?何故ほしていないと学習効果が上がらず，私語や
学習内容K関係のない議し合いが多くなる。 ζうしたととが間接指導の質を低下させ ，ひいては後式学
級の児童の学力を低下させるー凶ともなるのであろうのととろがシート式儀気録音一僚をとの間接惜嶋氏
導入して実際vc泡導してみると ，乙のような防沓点を解決するととができたと答えているn 児重からみ
れば，シートK録背されてv>ゐ先生の声を聞きながら学習を進めゐ ζ とがで会 るし，イヤホーンを耳κ
しているので直接伝導をしている他学午の学t!;J活動が耳K入 らず落ち着いて ，しかも忠コ考2切断される
ζとな〈学習できる。い古ぼう教師は，気苦労の多かった間接指導から解放され ，指導を分断されると
とな(，余力のある確実な伝導を発揮するととができるよう Kなったのであるn
(2) シート式磁気録音機の利用上の問題点
回jか ら回までは機材自体 ，シート作成時 ， 学~展闘時の 5 つの観点から シート式磁気録音機を利用す
- 31 -
上での問題点を調べたものである。
ζの ζ とI'L関しては前主主 「謂査の結果jで詳細K分析したので ，ととでは問題をしぼって考慮するこ
にする。
機材自体の問題点
イヤホーン，ヅヤンクシヨン・ボックス等の コード Kよ?て机ょが煩雑I'Lなる。シートの録音時聞
が 4分では短かすぎゐ故障しやす〈修理するのK制約されゐ児童が機械を操作するには技術的K
むすで均aしいなどが， 訟もな問題点であるが，いずれもシート学習を制約するような大きな問婚である
とは考えられないp コードの煩雑はち tっと した〈ふう，たとえばイヤホーンを背中から耳VCあてれ
ば自の前の机Kコードが集まらないで，整然と学習できる，などのくふうが必要である" 4分のシー
ト録沓時聞はたしかK短かいが ，思考を妥する問題や，包，'f!tの高い学習内容をもりとんだプログラミ
ングをすれば，必要κ応じていくらでもシート学習を持続する ζ とができるの故障や修理上の問題で
も，故障する個所が主としてパイナーの差し込みや，ジヤンクシヨン・ ボックスのプラグ部分のコー
ドが切れやすい程挺なので修理しよ うと思えば女教師でもじ晶うぶんできる。低学年の機械操作はな
れるまで少々時聞がかかるかも しれないが，操作するポタンが 2つだけなので技術的に困難とは思わ
れない。
シート作成時κ公ける問題点
シートを作成する上で時聞が相当かかD労力が過重κなる。録音K泌する場所ゃ時闘をみつけるの
K苦労する。指導内容のプログラミングがむずかしいなどが，なもな理由として借摘している。シー
ト作成K時間と労力がかかる乙とは，復式伝導K機材を利用する上でもっとも大きな問題である。シ
ート学留が複式情導のあい路をかなD解決し学習効染を.hげるであるうと認識していながら，積極的
I'L活用していない最大の理由は，実はとの点Kあるのではなかろうかと推察する。問題点として掲げ
た中で，との「シート作成に時間と労力がかかるJK:致似した挙がらがもっとも多かったととは ，と
うした点を物語っているようでもある。録音場所や時聞を間勉K している 3U人は，録音中に雑音が
入ゐ ζとを気κしすぎているのではなかろうか。たとえば. r校内がさわがし〈夜1(ならないと録音
できないJと訴えている教師がきわめて多いのであるの録音技術は音質が間勉であるのではな(.学
習内谷を第一義と考えれは，少々単語ト音の中でもじ 4 うぶん録音できると思う。指導内容のプログラミ
ングの困難さ， ζれも確かに容易でない問題をはらんでいる。後式教師はシー ト学習をする学年のプ
ログラミングだけをするのでなく，もう一方の学年の学習鎚導の準仰にもあたらなければならないの
で，満足のい〈シートを作成するには相当の時間と教材研究が必要になってぐるのであろう。
学習展開時I'Ll:>'けゐ問題点
1台の機材で多くの児童が聞く上K問題Kなる能力差をどのようにするかの機材の設営がたいへん
である。シート学奮をしている児童の学習過程や思考過程をとらえκ〈い。などがかもな問題点とし
てあげているn 能力差の問題は ，1機械多数児童で学習がすすめられるのであるか ら， どう しても理
鉾能力K差がでて〈るのは明らかである。したがって， ζ うした場合は1枚のシートを全部D児童が
恵取するのではな(.学宮町ねらいに応じて，比較的両度の学音めときκは上位群，既習内容の定着
i'図るときには下位群というようκ機材を利用すゐ ζ とが可能ではなかろうかれまた ，シートは何度
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でも〈り返すζ とができるから ，授業の終わった休憩時間や汝課後などVC，理解の徹底しなかった児
叢Kもう 1!友利用するとい古た)j法も考えられるわ機材の設営を問題Kしている教師は 13人で予想
以上K多川、さきにも述べたが，乙うしたととはシート学習κなれない初期vcないて困難K感じるの
であるから，シート学習が見ilLi14vc乗れば訟のずか ら解消するもの と思われるの
教師がシー ト学習をしている児家の学習過程や思考過程を把握するととは，確かK困難を伴うもので
ある l 機同は一方的K録音内容を再生するだけであョて， W，童がある問題Kつまずいた場合，つまずき
K};Cじた指導や臨!訟の診断などはできないnζ うしたl函が機械のもつ特質でもあり限界でもあるわけで
さうるのしたがcて，学習過程におおける忠考の機態にまでU ー ト式磁気録音機K要求することは本質的vc
無理であ古て ，ことに，教師でなければなしえない重安な教育的意義があるのでみるのであゐから ，シ
ート学習を行なう場合κは， γー ト=プログラムを構成すると きに，たくさんの ，小さな ，そしてつい
てゆきやすいステップを組んだり ，向分の答えをその場で縦認できるよう なプログラムKすると ，ある
移庭 ，個々の児童の"T~過程をとらえるととができるのではないかと考える。
4 まとめ
乙の研究は， シー ト式槌気録音i幾を利):j-jした複式学習伝導の改善のための第 1年次の研究をまとめた
ものである日本年伎の術究は主と して謝査κよ心たn 調査の内容は ，シート式俄気録音機を導入したゾ
ー ド学習が ，主主えf旨導のなかでどのよう K利1iされているか ，いわば機材の芹1)刷状況と ，機材を導入す
ゐ上で悲挫となる腹式学習指導の実態調ぎで構成されていゐ。
制査の中心課題である減材の剃Jは状況Kついて妥約すゐと，つをのとなDであるの
1. γートの作'J_!<;状況は ，叫待していたほど作られていず ，延べ 10枚以下が汗.倒的K多加。ぞれは ，
|長l言語 ・算数の二教科K集中し，その他の教科の作成率はさわめて低0.，
2. 機材を指導形態，指導地在のどの場正ovc位世づけふかは ，複式学級の学習僧導にないて重望書なポイ
ント Kなゐが ，学習形態では ，学年別の指導l宅会ける間接指導のなかで 一斉進度学習K沿いて ，指導
地裂では ，学当lのl↓J，し、K:幸子いてねらいの主部分を足着させ るためVζ機材を利用するケースがもっとも
多νh こう した結栄からf~材のぷIJH~場面をと変約すると ， 複式の学習泊導í'L:Jo'いてもっとも困維でるる
と忠われゐ， 間接f旨語干のなかVて利H~されていることがわかゐ。
3. t:或材を，;fIJI目したζとκより，綾式出導のどのような問題点が解決されたかKついては，
(1)間淡脂導~Cかける不倣辰な学習指導
(2) 学年聞の相互妨害
が，:Jo・もvcあげられているn つまり ，機材を導入したととKよって ，学習惜導，学習管理の両面にわ
たって復式指導が改義された乙とKなるn
4‘ しかし， 複式指導を改善するためKは ，ただ単に機材を導入するだけでは解決できふものでな く，
γー 卜学習の指導巡程Kお・いても穏々の閥題が指摘されるが ，なもな問題点を列記するとつぎのよう
vcなるn
(1) シート作成何時聞がかかり労力が泌重Vとなるの
(2) 1機材多数児童でシート学習をすすめるが，児童の能刀差をどのよう Vとするかn
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(3) ・ン一卜K学習内容を提示するプログラミングがう同鮮であるの
(4) シート学習K砕ける児童の思考過程を担接する乙とが容易でない。
こうした ζとが後メ:惜導Kがl.-jるシート学習の問題点であると，時材を利用した乙とのある教師は借
倒しているn
ぞとで ，第二年次の研究は ，ζ うした問題点をと〈に考溺el'C人れながら，数材の選択と配列を精選し，
効率の高いシート ・プログラムなども作成して ，複式学級にかける学習指滋の近代化を図りたいと考え
ている。
おわりに
ζの調査を実施するrcあたり ，忙しい時間をさいて懇切ていねいにど訓話:くださったへき治学校の複
式学級ならびに多級桜木を拘任している先生がたκ深〈感謝の必を炎したい。
この研究を担当し，研究の結果をまとめ，執筆したのは南場殺であゐ。
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(6i 教育工学凶本三卜二，凶本洋 共若紀伊凶屋t::庖
(71 学 ljf旨呼の1閤別化と集団fヒ 大労連太郎，)1富山市立北条小学校Jt第 点符.館比版社
(81教育の現代化全米教脊協会若葉明書房
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